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騰
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騰
貴
率
に
於
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卸
賣
物
價
指
數
の
そ
れ
を
凌
駕
し
.て
ゐ
る
の
み
な
ら
ず
、實
際
に
於
い
て
こ
の
桁
數
の
荥
す
以
上
に
小
寰
物
價 

の
騰
资
が
國
民
坐
活
に
影
響
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
ぁ
る
。
，隨
つ
て
银
&

費
指
數
も
广
既
揭
の
如
く
上
向
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を
進
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で
ゐ
る
れ
で
ぁ
ク
て
、
比
等
は
物
價
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を
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段
と
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急
化
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し
む
る
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因
と
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つ
た
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で
ぁ
る
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制
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對
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入
^

^

取
ば
な
ら
ぬ
の.で
ぁ
.る
が
、.
_
:
.
そ
の
對
策
0

範

圍

ぱ

頗

る

*

^

で 

ぁ
つ
て
，
金
部
を
技
に
擧
げ
る
で
と
が
出
來
な
い

か
ら
、
此
較
的
直
接
ひ
關
係
を
有
す
る
も
の
を
较
示
し
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1價
梢
の
公
定
及
び
^:
視

：

：

：
：

：

，
.:

と
こ
ろ
で
、
m

上
の
如
き
物
價
對
策
の
施
行”に
竑
自
ら
寬
睃.と
：時
期
ど#

ぁ
り
、
そ
の
激
歡
に
は
段
糖
於
办
る
。
諸
國
の
.先
例
を
概 

觀
し
て
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.般
的
.に
言
ふ
，餐
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價
對
紙
ば
-
-
-
-
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價
格
政
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暴
利
の
吹
締
か
ら
價
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公

定

に

及

；
び

、
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.
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_

の

ー

直

接

配

給

鐘

^

の
於
順
序
で
か
る0
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' 

'〉

：.で

-

ノ：

,,
,

然
ら
ば
、
事
變
以
來
に
於
呔
を
我
が
國
Q

it

策
は
、
如
何
な
る.紙

路

を

經

：
，
て

ゐ

$

か
？
':

吞
れ
は
勿
論
、.前
述
の̂
^

:

に
'對
應
.し
て
：ゐ
る
：の.で
ぁ
る
が
、.
_そ
0
具
體
的
だ
發
農
は
後
に
觸
れ̂
こ)

と
1
し
：て
， 

111

年
第I

及
び
第一1
•
四 

半
期
0.
:交
を
凡
そ
れ
境
界
^
し
て
1
.ー
期
に
分
ク
こ
も
が
出
來
る
、
0
第

-̂
期
即
ち
事
變
の
發
生
が
ら
十
ー
ー
ー
年
第

I 

•
四
半
期
の
終
り
頃
ま 

,
:で
は
自
由
虫
義
的
な
對
策0
主

と

：
し

て

极

風
3'
れ
.て
ゐ
：た
期
間
ゼ.ぅ
之
金
自
由
對
策
期'士
偃
稱
ず
厶
0
\こ
：の
期
間
に
も
前
段
と
後
段
と. 

<6
-
1小
期
.が
_

出
來
る
^
で
^
ク
，て
、
之
$:
-分
つ
線
は
：、
事
變
後
に
於
け
る
物
價
の
最
俄
水
準
を
示
し
た
十
一

一

年
十
月
に
往
り
、
十

.. 

- 

ノ
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九
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ぁ
る
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：こ
.の
期
間
に
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い
て
は
、
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濟

銃

麗

：の
.：

ー

(

環
と
し
て
ィ
龆
槪
的
對
策
が
採
用
.せ
ら
れ
、.
そ
れ
が
形
式
的
匕
整
備
し
來
た
つ：

て
：ゐ
今
故
に
之
を
强
權
的
對
策
の
：盤： 

備
期
と
貧
ふ
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:

が

出

来

る
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又
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ぁ
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那
事
變
下
に
於
け
る
我
が
國
物
價
對
策
の
若
干
間
題 
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ィ)

，
對
立
し
たu

流
の
思
潮 

，

我
が
國
物
贋
對
策Q

.

發
展
段
階
は
大
體
以
の
姐
く
.で
ぁ
る
が
、: *
際
斯
く
の
如
き
進
展
.を
示
す
間
に
種
.々

の
間
題
が
提
起
さ
れ
た
。 

就
中
撒
爱
隻
べ
¥

^

0

&-»
-

第T

期

存

1>
-
恕

醫

對

策

論

猙

で

赵

る
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:節

ち

、

X
I
.)

我

が

國

篇
 

f

に

急

騰

を

示

さ

：だ
^

つ
^

が
、'
世
界
主
要
國
の
物
價
.が
十
--
*
一
年
五
月
以
降
反
落
傾
向
を
逃
づ
た
爲
が
に
、
我
が
國
物
慣
は
世
界
的
趨 

褻
を
離
れ
て
獨
步
高
.の

傾

向

：に

存
1>
'
だ

と

と

禅

ク

.て
_

出
貿
易
停
頓
(?
>

*
太
原
因
^
な
る

$

同
時
に
、
5

一

)

他
方
國
內
物
慣
の 

騰

嘗

漸

次

坐

產

財

私

ら

消

費

賊

べ

ヾ

前

し

セ

«

^
生
淸
藏
需
品
に
も
及
ぶ
に
至
づ
た
.
$と
，(

四)

而
も
八
十
餘
億
圓
の
豫
算
の
施
行 

:と
輸
ん
開
.險
の
强
化
ど
に
ょ
0

.て
、':
物
價
騰
勢
，は
：愈
々
刺
戟
是
れ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
，
此
等
の
事
情
に
當
面
し
て
、
如
何
な
る
物
價 

對
策
が
採
が
.る
^

き
が
を
重
大
^

問

題

と

政

つ

た

。
，
リ
 

一
.
；
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パ
ー
.こ
ゼ
問
題
ぬ
關
し
七
規
ば
れ
だ
ー
思
潮
に

^
凡
.そ
！
ー
流
の
，傾
向

(

の
認
め
得
べ
き
も.の
：が
ぁ
0
.た
9
即
ち
兩
風
潮
：と
も
、
八
十
餘
億
圓
豫 

箅
の
施
行
^

I
消
費
節
約
：の
紈
ぐ
可
か
が
ぎ
岁
こ

:と
を
認
め
る’點
に
於
^
で
ぼ
、
：
歸
を
亡
に
し'て
1

0
で
ぁ
る
が
、.而
も
1
方 

§
f

t

>我
が
國
物«:
の
紙
步
&
及
び
騰
勢
ば
輸
人0
:
'
制
限
に
起.因
す
る
も.の
と
觀
た
。
即
ち
; '

輸
入
爲
替
許
可
制
の
嚴f

運
用
：は 

物
資
を
农
足
に1>
、
物
賢
を
求
足
に
ず
：る
か
ら
、
ブ
般

.
6賣
|
5
.買
占
か
風
潮
を
畈
起
し>
從
<>
て
8
^

を
ょ
り
騰
貴
せ
し 

•
•つ
：て
'

^
れ
ば
結
局
猶
爆
替
を

&

付
*
持
せ
ん
と
：す
る
無
理
か
ら
來
た
つ
た
も
の
で
ぁ
る
。
故
に
、
爲
替
及
び
貿
易
政
策
を
自
由
に
す 

物
衝
騰
^

抑
制
さ
れ
が
の
み
な&
ず
ー
世
ル
物̂

^
で
の
^
落
が
可
能
と
な̂

^
觀
出
貿
碁
の
紲
持
發
^
^
達
成
し
得
る
で 

あ
6
テ
y 

■
と
言
ふ
.の
で
^
つ
た
0

^
れ
に
ば
乎
赞
再
鄉
下'
^
,含
^

^
て
：ゐ
だ
が
、
暇
り
ぬ
之
を
自
由
的
對
策
と
名
付
け
て

'お
か
う
0
'

，

是

れ

：

に
：
反

し
.

て

、
：
他

の
：：：|方

蓓

は
國
民
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の
實
質
的
所
得
め
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龕

め

、
：

(
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民
坐
馨
腎
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干
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.
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辱

あ
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.有

如

凝

れ

は

、̂

要
と
あ
ら
ば
總
ゅ
^

^

,
觉
^

遂
行
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
，い
ふ
の
で
あ
つ
て
、
之
^ .

强
權
的
對
策
と
稱
す
る
こ
，と
が
出
來
る
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へ
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此

i

冷
思
潮
を
；比
較
吟
味
鞋
举
か
ぅ
と
思
.ふ

I

割
高
で

'

あ
つ
た
こ
と
は
、
自
山
對
策
思
潮
に
對
し
て

i

を
與
凝
紙

^；
ぐ
見
ら
れ
な̂

で
も
故
ぎ

^
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#

ら
；ば
、
自
电
對
策
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は
果
し
て
成
立
し
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た
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自
拭
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策

は
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に
指
摘
：■.し
た
通
P
、
爲
替
及
び
貿
易
に
對
す
る
拘
來
を
撤
廢
す
る
こ
と
を
以
て
根
抵
と
：し
た
? )
'

:

.ひ

.：で
；あ
み
が
}
そ

、
の
爲
替
相
場
虼
對
す
連
解
_

體
爲
替
引
：不
論
t

暴
現
は
れ
舞
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紙
0 :
:

其
0
風
解
0'
.蟹
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後
に
觸
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る
'ゃ
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或

る

農
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'0

^
淆
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含

ま

れ
.て
.ゐ
'る
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'
ゾ
、
$

今
^

.
iで
^
爲
替
§
:下

論
占
し
.て
之
を
解
釋
し
て
.お
く
が
、
併
し
實
際
土
 
：か〜

：る

；
說

が

ど

れ

辑

の

，
爲

替

引

.^
を
眼
中
に
置
ぃ
^
:か
4
.

「 

明
か
#
な

い

.と
レ
ふ
の
は
孰
れ
の
說I

の
點
.を
明
承
し
七
も
^
が

杰

か

ら

で

あ

る
9
寧

^

に
|

岌
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考
ヘ
方
と
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爲
替
引
下
論
と
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綜
：し
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|
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0
ザ
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る
と
考
へ
た
'の
で
あ
る
Q

即
ち
、
爲
替
及
び
貿
揚
を
自
山
に
す
れ
ば
勿
論
爲
替
相
場
は
低
落
す
る
で
あ
ら
う
が
、
併
し
止
め
度
も
な
く 

低
落
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
に
は
自
ら
.限
界
が
あ
V

、
又
却
，つ
て
そ
の
事
が
國
際
收
支
の
調
整
を
齎
ら
す
‘士
、
斯

う

：考

ヘ

た

や

う 

で
あ
る
。
；
 

,

で
は
一
體
、斯
か
る
說
が
如
何
な
る
場
合
に
安
當
す
る
か
と
い
ふ
に
、
私
の
觀
る
所
で
は
、
こ
れ
は
二
つ
の
場
合
に
成
立
し
得
る
と
思 
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-
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第
一
、
七
の
種
の
說
に
は
、

一
つ
の
逋
要
な
前
提
が
あ
る
,<
>

假
令
そ
れ
は
明
示
さ
れ
て
.ゐ
な
く
と
も
、
.
少

く

と

も

暗

默€>
裡

に

認

め 

ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
爲
替
及i

び
貧
易
，を
.自
幽
に
す
れ
ば
、
爲
替
相
場
は
低
^ -

す
る
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
結
果
外
國
品
が
割 

高
と
な
り
、
外

國
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?
1に
對
す
る
需
要
が
抑
制
さ
れ
る
i
 S
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で
.あ
る
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，た

さ

れ

る
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時
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濟
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內
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疆

多

競

爭
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.る
.か
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蒞

し

く

：は«
內

，に

代

用(0
存
ず
る
繁
セ
あ 

:

る
。鐘
し
輸
人
抵
が
絕
對
必
要
品
で
あ
る
な
ら
ば
リ
举
時
霞
ゅ
於
い
て
も
右
の
前
提
は
與
へ
ら
一
れ
&
w
.わ
け
.で

あ

る

；が
、
.
併

し1

國
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輸
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幾

多
€>
'
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類
の
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含
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:
れ
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ゐ
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あ
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か
ら
、
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濟
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或
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程
度
ま
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當
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得
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あ
る

:
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：言
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-
や
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'

て
炎
る
說
ば
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時
經
濟
：に

發

へ
令
日
0
如
き
戰
時
經
濟
に
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て
ば
、：

輸
人
品
^
對
す
^
^
要

は

：
決

し
•̂
:
.爾
v
彈

カ

性^:

は
絕
對
な
や
で
あ
も
か
ら
，
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.爲
替
相
場
，が
®

落
す
れ
ば
ッ
か
、
^

輸

人

が

抑

制

ざ

れ

て

_

的

商

品
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ふ
こ.と
.呔
啟
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い
：
の

で

：
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:然
ら
ば
戰
時
經
濟.̂
於

：
い
：
て

は

：
、

''
.絕
對
に
斯
か
る̂

由
對
策
が
成
立
し
な.い
か
と
い
ふ
に
、
必
ら
ず
し
も
さ
う.で
は
な
い
。 

そ
0

成

立

し

得
'る

場

合
'.
%

考

：
へ
,
ら

れ

な

い

の

，
で
：
は

な

：
い

o

'
即
ち
ぞ
れ
は 
>

:阈
內
に
於
い
て
す
ベ
て.
の
商
ぬ
が
生
產.
配
給
，
消
費
の
佥
殳 

.
野
に
苴
.つ
弋
笼
凌
に
赖
制
さ
れ
尤
；了.つ

て

ゐ

る

鵠

合

，
で

2>

.

.て

.
自
由
に
輸
入
し
て
賣
却
ず̂>
餘
地
が
.な
.：い
か
ら
；、
思
惑
な
ど
試
み
る
こ
'と
は
出
來
な
v>
の
；で
あ
る
0
;
'
た
>
此
：の
.場
合
疋
も
、
得
輸
：

q

I

.

. 

. 

.

.

.

.

.

. 

.

. 

.

.

. 

: 

:■.'
 

.

」

原
料
品
ぬ
_

入
，に
づ̂

て
ぼ
、_

干
思
惑
.の
餘
地
、が_

る
：.わ
け
.で
あ
る̂ 

い
.

A
J.

と
1で
：あ
；る
し
、 

:
.
又

輸

出

向

品

0.
.内
地
轉
賣
も
不
可.铺
樣
の
.：で
、あ
；る
が.
ら
、_

出
-̂

得
.る
と
^
^
.
さ
れ̂

:
斯
様
^

戰
勝
經
濟
下
に
於̂
:
て
：务
'-
'

_
由
，對
策
：の.成
立
す
名
場
合
が
あ
丨#

る
が
.、
併
し
斯
.久
1;
:

た

響

は

、
自
»
_
策
論
自
身
が 

:

所
期
し
だ
場
合
で
：
&

^

>
、.瑜

に

自

歡

策

が

自

由

道

ぐ

な.る
場
合
な
©
.
で
あ
る
。

:•

一

」

以
上
:

0
如

く

論

じ

て

み

态

：
と
：
、
：
自

由

對

策

€>
:
:成

立

ぢ

得

：
る

場

翁

は

>

現
节
0
 

も
う
少
じ
議
論
を
進
め
て">
キ

‘の
根
.本
的
見
解
.に
.存
す
る
若
千
の
混
淆.を
揹
摘
し
な
ナ
れ
ば
為
ら
ぬ0

自
甶
對
策
の
成
立
す
る
場
合
は
、
以
上
の
如

V

で
あ
る
が
ノ
然
ら
ば
斯
か
る.對
策
の
結
果
は
物
價
に
如
何
な
る
影
響
を
も
つ
•で
あ
ら 

う
•か
？ 

— 

. 

ニ

こ
の
點
に
關
す
る
自
由
對
策
の
主
張
は
斯
う
で
あ
る
。

一

般
の
見
解
に
よ
る
と
、
爲
替
が
促
下
ず
れ
ば
、
そ
れ
丈
輸
入
品

Q

潰
格
が
ノ 

安
那
琪
變
下
.に
於
け
る
我
'が
國
物
.
«
,對策
の
’若
干
間
輝
 

i

2

aE
.

Q

c

.



' 

.

.

.灾
那
■

下
に
阶
け
る
我
が
國
物
惯
對
策
の
若
干
間
題
。
 

：

三
六
：
;'(

一
 

§
1

一) 

l

高
と
な
る
か
ら
、
國
内
物
價
を
上
#

せ
し
め
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
併
し
最
近
の
我
が
國
の
情
勢
'に

於

い

、て
は
.決

し

，て

さ

ぅ

で

は 

な
ハ
。
旣
に
前
に
指
摘
し
た
や
ぅ
に
、
：我
が
國
の
物
價
騰
貴
は
、
輸
入
を
嚴
重
に
制
限
し
て
ゐ
.る
こ
と
：に
歸
因
す
る
も
の
：が
多
く
、
\
輸 

\

品
の
«'
內
«

格
0-
中
に
は
、
輸
人
採
箅
原
惲
の
.數
锻
に
上
ぼ
つ
セ
.ゐ
、る
も
0
が
勘
べ
な
い
.：の
^

あ
る
0」

斯
か
.る
債
格
<6
:暴
騰
狀
態
は
. 

全

ぐ

轍

ん

跗
肢
の
爲
め
な
の
で
あ
る
か
ら
、
.
こ
の
際
、•
輸
入
を
自
由
に
行
は
し
め
る
と

い

ふ
こ
と
^

聲

明
し
、
之
を
實
行
に
移
せ
ば
、 

當
然
斯
か
ら
薇
類
CD
:
®
!
®慎
格
ば
低
落
し
、
' 

.
一
般
物
價
水
準
を
低
下
せ
し
め
.る
窖
で
あ
る
。
從
づ
て
>

心
配
す
べ
き
も
.の
は
ィ
ン
フ
レ 

1

シ
日
ン
.の
恶
化
で
は
な
く
、
却
つ
七
斯
か
名
價
格
^

落
.に
よ
る
財
界
の
.盤
理
で
'あ
る
、
.:
と
言
ふ
の
で
あ
る
。

. 

ン
確
か
に
と
の
主
眼
の
通
り
、
假
り
に
自
由
齡
聚
が
採
り
得
る
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
採
用
す
る

と

聲

明
し
た
丈
で
も
、
■

騰

し
て 

ゐ
各
« -
^

^

國
呼
衝
格
は
直
ぢ
^
眩
落
を
厳
« '
苓
で
.あ

：
ら

ぅ

。
"
'
併

0 -
'
-が

が
.ら
»

以
^

誤

解

叉

は

不

的

难

が

亦

し

て

ゐ

，る

と

思

は

れ

：る

o

換

言

す

れ

ば

、

輸

入

を

自

由

に

行

は

'じ

め

る

場

合

に

、

爲

替

相

場

が

^

變

の

，ま

V

に 

維

持

ぎ

柞

谷

奸

、

或

は

そ

れ

が

俄

下

す

る

か

、

又

泜

下

す

る

と

す

れ

ぱ

そ

办

程

度

は

ど

の

位

で

あ

る

か

、

と

い

ふ

點

m
關

し

て

見

解

が

:' 

不

明

嚷

岭

あ

れ

て

.
ゐ

る

の

，
で

あ

る

o

而

し

て

右

の

生

張

に

於

^

て

ぼ

';
':

最

初

ば

爲

替

相

場

が

低

落

す

る

と

述

べ

て

置

き

&

が

ら

、

：後

に

:;
?

. 

は

:̂
れ

於

笼

落

し

な

い

も

の

と

股

定

し

て

ゐ

る

O

It
し

さ

w

>

®fe
b

p

c
?:
,'
輸

入

の

自

Ei
-
1化

に

よ

つ

て

關

係

輸

人

品

の

慎

格

が

下

降
 

す

る

^:
^

か

ら

.で

あ

る

0
-

'
-
- 

' 

.

.

. 

...

■

ブ
體
令
：0
ひ
如
<:
:
;、
國
况
徵
後^:
.獨
步
萵
に
ょ
っ
て
外
國
價
格
が
ら
離
皮
し
て
ゐ
る
に
際
し
、
輸

1
<の
自
由
化
：に
ょ
っ
セ
、
國
內
慣 

唂
と
外
國
價
资̂
ほ
如
何
^:
^
て
坶
衡
.を
11
徵
ず
.备
か
ど
‘ぃ
^
^
>ヾ
そ
れ
に
は
凡
ぞ
三.っ
の
場
合
が
理
諭
上
考
べ
ら
れ
る
。
'

:'
.•

第
一
は
、
爲
替
相
場
が
不
變
の
ま
、
維
持
さ
れ
る
場
合
で
.
意

。
こ
の
場
合
に
，は
、
國
內
慣
格
が
低
下
し
て
外
國
慎
格
I

よ
均
.衡 

.:
を
囘
復
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
？

篇
ー
ー
は
'.
'
顧
#
相
場
_
體
が
低
落
す
る
：#僉
，
扣
0
で
、
：̂;
^
 ̂

辕
替
相
歡：

の

 ̂

落
を
通
じ
て
外
國
價
格
に
射
す
る
均
歡
が
囘
復
.さ

れ

る

の

で

あ

る

.
，

■

今
輸
入
の
制
限
が
急
激
に
撤
駿
さ
れf

の
と
す
れ
ば
、
輸
人
収
極
め
が
忽
ち
殺
倒
し
、
馨
相
場
の
低
落
が
起
る
と
想
定
す
る
の 

-

は
：
，至
極
@
屬
.げ
あ
ら
う
0
と

(0
;*
茉
つ
^
て
は
、
或
は
撕
う
ー
言
ユ
說
も
あ
ら
う
。
即̂

.̂
:

入̂
が
<多
«:
に
は
上
.ほ
ら
ぬ
で
あ
ら
う
と
。
併
し
、.平
時
經
濟
な
ら
ば
さ
う
し
た
こ.'と
も
.考
へ
ら
•れ
な
い
で
は
な
い
が
、
今0,
の
：1
= 

べ
遡
&
鼠
濟
に
'
つ̂
て
は
或
る
程
度
絕
對
的
需
要
が
存
し
て..ゐ
るQ

で
あ
る
か
ら
、
寧

ろ

爲

替

下

せ

、ぬ
中
に
輸
入
及
び
爲
#
約
宅 

を
締
結
し
よ
う
と
す
る
蓮
動
が
當
然
超る
で
あ
ら
う
o 

;

故
^

若
し
右
の
如
く
爲
替
相
- ^
亦
庶
落
^

^
ど
す
'れ
ば
、_

c
價
^

^
下
降
ぜ
’

翁
替
^

^
の
低
落
が
國
內
賈
格
と
外
國
賓
^
 

と
の
間
に
於
け
晶
I

解
消
ぜ
し
^

る
に
至
る
で
あ
t

o

若
し
さ
う
な
れ
ば
、
前
記
所
說
の
主
張
の
.通
り
に
は
な
ら
ぬ
わ
け
で
あ 

-

る
兔
，
併

し

こ0

. «
合

で
_も
：、
；
：爲

替

相

場
0
鹿

卞

：に

ゼ

つ

弋

、

_內

：外

價

格̂の
^
^

が
、-
外
國
^

對
し
考
は
：抵
下
し
た
と
同
じ
結
垠
と
な
，る
の
^

あ
^

?

.

'

:

:

:

故
に
若
し
我
が
國
內
fc
於
い
そ
..
*
:輸
入
品
谓
楮
^

國

產

品

債

楮

：々

の
：間

杞

漱

來

:#
1
等

の

不

均

衡

：が

存

往

私

な

：が

0
^
.
年
 

ざ

管

：ば

、
爲

替

啪

場

の

低

落

S

--
0

て
我
が
國
物
價
の
不
均
衡
は
す
べ
て
整
さ
.れ
: T
了
ふ
わ
け
：で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
旣
：|

實
の 

y

素
那
事
變
T

に
於
次
る
我
が
；

_

價
對
填
の
：若
密
問
：題

ン

.

-

'

つ
：
';
.
;.
 

:
-
:七
.

c

®

0

5

.

.

.
- 

.

.

:v
:
. 

. 

.

.

.

.

. 

.... 

.

.

.

. 

.



支
那
亊
變
下
に
於
け
る
我
が
國
物
憤
業
の
華
麗
、

 

一
一
一
八C

1

五
〇
s
 

示
し
て
ゐ
る
や
ぅ
に
、
我
が
國
に
於
け
'る
輸
人
品
價
格
と
歐
齑
品
價
格
と
の
間
に
は
、
著
し
い
鋏
狀
差
が
存
續
し
て
來
て
ゐ
る
の
で
あ 

る
。
そ
れ
故
に
、
爲
替
の
偁
落
.に
ょ
ヴ
、
假
令
我
が
物
價
の
對
外
的
不
均
衡
は
是
正
さ
れ
る
、と
し
-て
も
、
國
內
の
諸
慎
格
に
變
動
が
起 

ら
ぬ
限
り
、
そ
れ
等
の
間
に
於
け
る
不
均
衡
ば
是
JH
さ
れ
ず
に
淺
る
わ
け
で
あ
る
？

第

三

、

以

上

，
一
•
一

 

つ
の
場
合
に
は
、
輸
入
品
價
格
の
低
落
か
、
.
若
じ
く
は
腐
替
相
場
您
落
か
、
孰
れ
か
に
ょ
0

そ
.不
均
衡
_の
_
.
.
是

芷

さ

れ

ー

る
場
f

想
定
I

I

が
、
念

外

に

S

1

つ
I

富あ
る。

場
合
現
翁
若

I

I

I

つ
て
V

即
ち
、
輸
入
品
價
格
及
び
爲
替
相
場
の
兩
者
が
孰
れ
も
餘
卞
し
、
不
均
衡
の
是

1£

が
兩
者
の
運
動
に
ょ
，つ
て
ー
行
は
れ
る
と
い

れ
ど
同
時
に
V
'
.輸
入
联
極
め
<D
殺
倒
^:
ょ
，り
爲
|

^
場
も
低
落
ず
.る
：で
：あ
.

M
者
：各
^

が
ど
れ
程
«>
低

下

^

示

す

か

は

事

實

問

題 

で
あ
O'

て
、
_
め
之
5:
-

判
定
ず
る
こ
<*
:
;は
出
來
な
い
で
^

ら

ぅ

%
:
蒼 

f

の
場
合 

と
同1

緒
果
ぬ
歸
着
ず
苓
で
ぁ
ら
を
。

':
 ̂

-
V 

- 

,

に

は

氣

だ

或

る

段

此

ぬ

不

均

衡

ー

が

殘

银

す

る

ゎ

け

セ

あ

：
る
"。
隨

つ

て

^

日

g

戰
時
經
濟
：で
は
、
輸
入
を
自
由
に
し
、
爲
替
を
低
下
し
た 

か
ら
と
て
、
そ
れ
丈
で
物
&

問

題

.が

ず

ベ

て

解

決
さ
れ
る
ー
わ
.け

で

は
な
い
の
で
あ
る
。
の
み
^ :
^
\ザ
、’
現
•在
我
が
輸
入
品
價
格
が
外
國 

價
楮
以
上
に
有
す
る
程
度
の
割
高
は
、
輸
入
0
自
由
化
に
ょ
つ
：て
"全
額
解
消
し
た
と
'し
て
も
、
そ
れ
は
1
時
的
に
過
ぎ
ぬ
の
.で
あ
つ
て
、 

そ
の
場
合
爲
替
相
場
の
低
落
が
隨
# '
-
す
る
以
上
、
，’そ
の
.過
度
期
.が

經

過

：す

扣

ば

：，
、爲

替

低

^

©
程
度
だ
け
ば
價
楮
は
再
び
高
め
ら
れ
^

る
を
得
な
い
で
あ
ら
'う
p
.
:藉
し
ざ
.う
囘
復
し
て
こ
そ
、
^ '

.

■

へ
'

.

.

.

.

.
'.
:
;ぶ

,

.

>

'

へ

以
上
0
如
ぐ
價
格
對
策
ゆ
第1
.
_ぬ
於
い
て
は
ニ
つ0'
風
潮
が
見
出
さ
れ
た-の
サ
あ
る
が
。
.
.
な
る
自
甶
對
策
に
ぼ
歌
時
經
濟
に
適 

應
せ
办
點
が
あ.る
以
上
、
强
權
的
對
策
に
.向
は
ざ
る.を
得
な
い
の
で
あ
る
.。

:

然
ら
.ば
、
何
故
强
權
的
物
慣
對
策
が
採
用
さ
れ
ざ
る
ゼ
得
な
.
'い
か
と
.い
ふ
に
.、
そ
れ
に
は
幾
つ
か
の
理
-由
が
あ
る
？

' 

' V
;
 

, 

.

(

一)

自
凼
對
策
の
主
張
は
、
物
，價
問
題
を
ば
主
に
對
外
間
題
：と
し
て
，取
扱
つ
て
ゐ
る
.0
現
に
我
が
輸
出
が
萎
縮
し
、
そ
れ
が
我
が 

物
價
の
割
當
に
依
る
所
#

く
な
い
と
す
れ
ば
、
對
外
的
に
物
價
對
策
を
考
慮
す
，る
必
要
の
あ
る
.こ
と
は
明
、か
で
あ
る
。

.

«

じ
.な
^

^.
物
價
問
題
ぼ
、
：.
決
し
て
此
處
に
止
ま
ら
ぬ
。
既
に
戰
時
膨
脹
財
政
が
決
定
を
見
て
：

Q

る
以
上
は
、
そ
れ
に
栽
く
ィ
ン
フ 

•
レ
：丨
.シ

シ
6

發
展
を
極
カ
阢
止
し
て
行
く
こ
と
は
絕
釾
に
必
要
で
あ
つ
て
、
物
價
問
題
は
國
內
問̂

と

し

て
盘
要
な
半
面
を
有
し
て 

ゐ
各
‘の
.で
あ
る
--
°

.

.

.

. 

-

:-
 

.

.

.

,

:(

.r 

0
。
：：

物

惙

の

騰

貴

辦

、
：.
南

だ

原

材

料

乃

蚕

卸

釁

物

«
の
：範

圍

に_

_
れ

：マ̂

も
继
め
得
.ら
れ
な5

も
の
で
は
な
か
つ
た
と
言
ひ
得
ょ
う
。
併
し
旣
に
小
寶
物
價
の
續
騰
を
見
て
ゐ
る
こ
と
銃
計
.の

示

す

以

上

.で

あ

る
;-
'
' 

と
す
れ
ば
、
.必
然
對
策
は
强
權
的
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
つ
て
、
之
を
缺
W

て
は
到
底
所
期
の
.目
標
は
達
成
し
得
な
い
で
あ
ら
う
？ 

(
U
0

 

.自
巾
對
策
に
ょ
つ
て
物
資
使
用
の
方
向
が
統
制
さ
れ
得
る
な
’ら

ば

兎

に

：角
，、
さ

う

で

な

い

以

上

I

r

x
統
制
さ
れ
る
と
し
て

•
ぞ̂
枚
は
職
味
！̂
.の
直
$
:
_副
|

^

0聲
取
多
か
^

-

^

%麗

馨

ね

自

的

嚴
^
夺
や
う
^
物
資
使
用
の
方
向
：を
規
^

し
琛
リ 

'':

:.
^:
翁
事
變
忑
於
げ
を
我
が_
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四
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け
れ
ば
な
ら
ぬ.。
換
言
す
れ
ば
、
必
要
な
物
資
を
ば
、
極
力
軍
需
に
振
向
け
な
け
れ
ば
な

6>
'
ぬ
の
.で
あ
る
。
そ
れ
が
爲
め.に
、
物
資
の
使
用 

を
制
限
す.る
0
は
虫
む
を
得.な
い
所
：で
：あ
つ
セ
；、
：钿
忙
當
時
に
於

5
:̂
も

讓

、.へ
銑
鐵
、
金
、
：
自
金：、
：
' 
銅
、
石

油
!;
'
;棉
花
、,.
羊
毛
、
.皮

.
革

、
，
ゴ

ム

等(D
'
lt
®

_

.f
c

<p
:
t:
、
使
用
を
制
限
し
又
は
せ
ん
と
し
.て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、：

斯
く
の
如
き
使
用
制
^

^
の
範
圍
が
_
大

• 

:

':
■
'
.■
■

: 
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• 
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• 

. 

.

. 

.
:

:

■

'

-
•-

■
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: 

.

.

:
. 

.

、

.さ
れ
る
結
艰
は
左
ぅ
#
あ
ら
ぅ
か
:-
?

即
ち
>
斯
か
.る
使
用
の
制
.限
.に
ょ
0
.て
.
> 當
該
物
資
^
原
料
品
と
し
セ
.の
霧

は

；

一
:應

調

盤

せ

ら
れ
る
。：

け
れ
ど
も
墩
終
消
費
品
と
し
て
の
、蒞
し
く
は
そ
れ
に
含
ま
れ
る
、
當
該
物
資
の
薷
給
は
決
し
.
.て

調

整

ぎ

れ

な
；：：

$
.の
で
.あ
る
0

.

.

.- 

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

，.若
し
乏
を
放
置
ず
る
.な
ら
ば
.、
ス
ト
ッ
ク
の
減
少
す
る
に
從
つ
て
Y

こ
の
：種
消
費
品
の
價
格
は
騰
貴
す
：る
で
あ
ら
ぅ
0
價
楮
0 .
騰
貴
は 

一：
薷

耍

を

抑

制

す

る

^

げ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
へ
戰
時
經
濟
に
於
い
：.

て
：：

は

傲

：格 

種

消

費

品.<0
#

給

を

：人

爲

的

ぬ

銃
^

-

.る
(0
:
:
:外
¥

途

ぼ
#

し
纪
^

の
で
あ
.る
® 

.

ト
片
四)

ぶ
.自
§

策
わ
ょ
夕
て
或
る
程
度
物
僙
騰
貴
.が
抑
制
さ
れ
得
る
と
し
て
も
、
前
•に
指
摘
し
た
如
乂
、
へ
そ
れ
#

爲

替

相

場

の

®

下 

■■
■に

ょ

つ

で

：も
#1
^

$:
れ
る
も
0

で
あ
^?
m:
^

:̂
:

_

M
呔
：る
！g

價
格
間
の
不
均
衡
は
全
面
的
に
は
最
1£
さ
れ
な
：い
6

殊
に
そ
れ
は
㈣
 

粹
わ
國
內
品
^

^
で
は
及
ば
&
:い
^

で
あ
：各

於

ら

、
：
：國

內

品

ね

.僳
格
騰
貴
も
抑
制
$

^

:

の
：引

下

げ̂
は

な
^

ぬ
の
で
あ
る
々
.

.
■
 

■ 

■

^

五)

：：议
上
若
千
0
諸
點
.か
ら
觀
て
も
、
强
植
的
對
策
0:
疼
要
&

る
娄
と
ぼ
明
#

ベ
す
れ
ば
、
直
ち
に
解
決
出
來
る
と
.單
純
痄
考
.へ
：る
# :
が
あ
：る
0
.-
'
.例

へ

ば

暴

利

取

締

を

强

化

す

る

と

か

、

價

格

引

：

上
：
の
.停

止

を

命

令

す
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. .
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.
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. 

. 

.

れ
ば
ー
、
へ
そ
れ
で
ょ

^

と
言
ぶ
が
如
.く
ゼ
ぁ
る
0

併
し
石
ル
'丈
1?
;

钛
少
1>
:
;
1根
本
^

觸
：
^

:
給
の
.根
本
に
a

ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ$

が
、
戰
時
下.で

ほ

佻

給

は

滅

：
少

す

.る
去
も
そ
の
緊.急
の
增
加
は
困
難
故0
^
^

 ̂

需
要
の
側
.
に
於
げ
る
調«

ゆ
不
オ
避
と*

は
»

ば
な
：ら
焱
9

.
殊
に
政
§

金

：
の

撒

艰

來

醫

し

つ

^

あ
 ̂

カ
の
吸
收
忙
カ
め
な
け
れ
ば
な
レ
ぬ
の
で
あ
石
。
：

' 

.

. 

.

、
.
併
し
そ
れ
.文
®

未
だ
十
分
で
な

5

，

と
い
ふ
ね
ば-
例
ゲ
ば
貯
蓄
ぬ̂

. 

.

.

.

.

. 

. 

.
•

:

行
ば
れ
る
消
背
の
節
約
：が
、
政
府
め
_

待
す
岑
種
類
の商
品
^
向
け
ざ
れ“る
も
の
と
は
極
つ
：'て
*;
な
v>

.購
質
カ
吸
'收

.
に̂：
：
石

消#

の
節
約
ば
、
國
民
各
自
0

任

意

に

ょ

办

セ

：抒

：

«:
:
れ
る
も
.
0

あ̂
る
如
ら
、
.
そ
办
^
^

給
.

I

I
足
f

商
品
I

は
し
I

を
消
費
资
し
め
た
り
す
ぶ
め
み
な
ら
ず
、

.必
要
の
瘍
合
忙
は
切
符
等
の
方
法
に
ょ
つ
て
割
當
配
給
を
も
行
は
女
け
れ
ば
な
&
ぬ
の
で
あ

'る
？
.
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.
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r

'
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ノ
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;
7

.

G 
多
丨
第 

_

令
は
.我
が
國
物
價
對
策
は
如
何
於
る
進
展
^

示

し

知

如

？

•：
)

そ
の
段
階
：の
大
體
は
旣
說
の
通
り
で
^

る
が
、
.

1れ
等
の
段
階
に
於
5 

)

て

如

何

な

名

具

體

策

：が

採

：ら

れ

泠

か

r

概

觀

し

ょ

ぅ,ヴ
'':':ホ

:

y.:..'

•
物
價
對
策
に
は
、
：貧
幣
側
面
及
び
物
資
側
面
に
幾
多
の
方
策
の
存
す
る
こ

と

は
前
に
指
摘
し
た
が
、
之
を
別
の
觀
方
か
ら
す
る
と
、

'

■

-

■
 

■
■ 

■ 

■ 
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. 

•

そ
れ
に
は
根
本
對
策
と
應
急
對
策
と
が
あ
る
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支
那
辦
變
下
に
於
け
る
我
が
國
物
俱
對
策
の
蓊
干
.問
題

 

S

1

.

2
五
〇
八)

戰
時
に
，於
け
る
が
如
く
、■物
資
需
要
の
激
增
す
る
際
に
於
ゼ.る
根
本
對
策
は
，
結
局
に
於
い
て
物
資
供
給
の.增
大
策
で
あ
り
、
物

資. 

供
給
の
增
大
策
は
、
國
杓
に
於
け
る
生
産
力
の
獷
充
と
、
，對
外
的
に
は
輸
入
力
の
增
加
と
に
歸
着
す
る
。
故
に
我
が
國
に
於
い
て
も
、

準
.戰
期
.以
來
結
城
蔵
相
に
ょ
っ
て

『

生
產
ヵ
擴
充』

が
强
調
せ
ら
ル
、.昭
和
!±
¥
以
來『

產
業
五
ヶ
年
訐
|
|

』

が
施
行
さ
れ
っ
、
あ
る
。 

又
對
外
的
に
は
，、
幾
多
の
輸
出
振
興
策

並
':

に
產
金
獎
勵
策
が
實
施
せ
ら
れ
、
輸
入
力
の
增
加
酿
保
が
企
圖
さ
れ
て
ゐ
る

。
:

、
.

又
そ
れ
等
に
關
聯
し
た
應
急
策
と
し.て
ば
、
資
金
側
に
於
い
て
は
、
爲
赞
水
準
の
堅
持
、
金
準
備
#
評
谭
•
金
資
金
特
別
#
計
の
設 

置
並
に
金
の
：現
送
、
公
僙
浒$

.
資
金
：流
通
办
.酃
擊(

臨
時
資
金
調
擊
法)

等
：が
«'
用
さ
れ
た
0物
資
側
に
於
い
て
は
、
輸
出
入
品
等
臨
時

措
置
法
に
基
く
輸
入
の
制
限
乃
：至
禁
止
於
あ
る
。

■:
?

■
. 

ぺ

:;
.'
'

.

:

:

,

:

' 

、
 

•
■
.

併
し
、
物
價
に
對
し
て
ょ
り
直
接
關
聯
せ
る
對
策
と
し
て
ば
、
先
づ
事
變
直
後

(

八
月
三
日
公
布
施
行)

行
ば
れ
た
暴
利
取
締
令
.

(

大

1
ハ
年
f

農
商
務
I

 
二

十

號

ぶ

あ
^

其
の
後
ニ
囘
改
正t
加
へ
ら4

、

そ
の
品
種
は

11

卜
九
に
墦
加
さ
れ
た

)

が
、
4
れ
と
併
行
し
て
行
は
れ
た
重
要
産
業
統
制
法
、 

重

要

慠

產

同

證

合

法

、.;
'
質
#-
組
各
歡
、
エ
業
紙$
法

，
商
業
紕
合
法'
產
業
：組
合
法
等(0
'
統
制
規
定
中
へ
の
價
格
協
定
及
び
共
同
販 

賣
條
項
の
揷
入
ど
相
俟
っ
て
.、
.戰
時
下
甿
於
け
が
不
歡
利
得
抑
壓
め
役
割
を
檐
當
す
る
と

:̂
-
>な
<>
た
？
：先
づ 

於
け
る
物
價
對
策
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
へ
る

0 

鍊
る
に
'

&
に
暴
利
取
締
令
は
そ
：の
制
定
當
時

^

^
傳
.家
の
寶
刀
^;
扣
っ
て
、
實
際
に
は
無
力

〔

で
あ
^
こ
.と
が
生
張
ざ
れ
た
が
、
戰
；
 

時
物
惙
斷
策
と.し
て
1>
:
決
じ
.て
有
效
な
方
策.で
は
な
か
っ
た
。.即
ち
第
一
に
ば
、
何
が
暴
利
な
幻
や
茶
や

.の
補
.斷
が
樹
办
て
固
難
で
あ

つ
で
、.
右
0:
:

^
«'

强
^

に

觀
.̂

て
%;
,、
a
±
:

> 

;

_

@

務
ゴ
家
官
名
を
以-1
:
.
:地
方
長
官
に.對

位

で

發

；
せ

；
ら

れ

た

依

命

通

.牒
^

於
5

X

、 

「

暴
利
を
r

#

否

爭

ぬ

就
;̂

て
：は
、
マ
當
馨
品
の
在
來
の#

均
利
潤
及
汰
通
常(0
:

€
產
費
惹
ぐ
は
仕
入
康
價
を
考®

く
、
：，：平
^.
利
.潤
低
下
の
趨
勢
に
往
るも
の
は
そ
の
.點*

を
も
充
分
考
鐵
す
を
•.こ
とJ

',
と
'述
ベ
ら
れ
た
が
、
斯
か
る
平
均
利
潤
、
.
坐
產
費
又 

呔
仕
人
原
價
の
算
出
は
至
難
な
る
を
免
れ
な
い
。
'

‘

. 

'そ
の
結
果
、
通
例
常
識
制
斷
に
依
る
.こ
と
X

■
な
り
、
實
狀
無
視
の
非
難
が
起
る
0
.で
あ
る
。

'
•
. 

■

又
、
假
令
暴
利
り
や
否
や
が
結
局
判
定
出
來
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
判
つ
た
時
に
ば
時
機
既
に
遲
す
ぎ
る
こ
と

‘に

な

る

し

、

又

'
戰

そ
れ
が
思
惑
取
引
.に
依
る
こ
と
が
# .
い
場
合
で
も
.、

コ
ス
ト
の
增
大
は
增
大
で
あ
る
か
ら
、
.物
價
の
上
昇
を
抑
制
す
る
こ

と
ゆ
甚
だ
®
 

.難
と
な
る
。

• 

： 

; 

. 

• 

‘ 

'
 

寅
に
藤
利
取
締
は
效
果
を
有
す
る
と
し
.て
も
、
そ
れ
は
所
_

#
利
に
對
.し
て
有
效
な
の
で
あ
り
、
ジ
リ
く
と
持
續
的
に
上
昇
す
；る
へ 

物
漬
に
對
し
て
は
、
、之
を
抑
制
す
る
カ
を
も
た
ぬ
の
.で
あ
る
。

;

へ
以
上
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、
暴
利
取
締
が
戰
時
糧
S

策
の
第
一
步
で
あ
る
こ
と
は
孰
れ
の
場
合
に
も
尕
さ
れ
た
所
で
あ
る
が
、
.結

.

.

.

. 

- 

-

.

-

.

.,
.
.

 

.

.

.

•

:

同
我
が
國
に
於
い
て
も
對
策
ね
ょ
り
一
段
前
進
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

:
而
し
て
第
一
期
後
段
に
於
け
る
對
策
の
特
徴
を
成
レ
た
も
の
ば
、
最
高
價
格
の
.自
生
的
銃
制
で
あ
る
。
旣
に
商
工
省
は
、
か
ね
て
览 

_萌
5
綿
絲
取
引
所
に
.對
し
.て
、
..撒
光
及
び
綿
絲
.の
價
格
統
制
.策
を
歌
問
し
て
が
た
が
，.ぞ
の
.答

巾

案

、を

十

二

年

九

月

一

一 .

十

四

日

に.承
.認

: 

'束

'.
 

’：
 

$
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.

し

、.：
十

月

H

十

三0
,
に
.は

、

綿

業

委

員

會

を

.
し

て

立

案

せ

し

め

た

綿

花

及

び

綿

絲

.
の
最
高
標
準
儕
格
を
決
定
し-

十
一
月
一
日
.
^
ら
實 

施

す

る

な

し

た

。
.續
い
て
十
一
月
二
十
七
日
に
は
璧
綾
-

f

ン
ス
.、に
も
設
定
せ
ら
れ
、
共
の
後
ス•
フ

混

繁

、
ス•
フ
、

十
;.
:
:
;
/
]̂

冶

永

规

論

直

：
';
;
;
>
泳
«
福

隹

,
:^
^

就

い

て

.
は

後

に

廢

止

せ

ら

れ

た

o)

 

，

あ
る
か
ら
、
：何
處
ま
で
■も
_

书
的
.協
定
を
脑
圍
と
す
る
急
でr

法
的
强
制
力
，に
缺
け
て
ゐ
る
.。
勿
論
常
業
者
が
飽
4

 

，
之
.を
遵
|

れ
ば
I

で
t

が
、
墓

S

Q

供

給

菜

銎

靠

、

f

 

I

側
に
於
け
る
雲
S

生

護

|

擁
し
で
ど
ぅ

T
Mて
•も
原
凇
の
.入
手
を
必
要
と
す
る
に
際
し

て

は

、

自
主
•的
な
標
_
價
格
は
如
何
に
す
る
も
維
持
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
。

W
く
し
で 

自
生
的
最

_

獲

格

は

、
多

く

名

目

に

齿

り

、
實
際
に
は
そ
れ
を
逾
か
に
上
廻
，っ
て
ゐ
る
で
と
が
公
然
の
秘

f

な
る
I

っ

き 

^*
复
於
い
て
物
憤
藥
策
は
必
然
第
二
期
の
强
權
的
對
策
に
移
行
せ

ざ

る

を

得
な
か
つ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
新
方
策

S
.
0轉
換
は 

十
三
年
第
二
 

•四
半
期
^
か
ら
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る

..o,-:

>
:

:

論
 

V
:::..

ハ

'
.
'
:

「

か
^
^
^
^
^
^
^

—

第

二

，
期

靈

Q

特
徵
を
な
す
も
の
は
、.公

寝

格

制

、
そ
の
簾

-

T 

物
價
對
策
は
最
高
の
段
階：に
到
達
し
汔
も
の
と
言
へ
る
0

價&

公
宛
I

V
勿
論
若
干
の
物
資
に
就
い
て.は
年
時
：か
ら
識
行
さ
れ
來
た
っ
て
ゐ
る
。pn
ち
、
來
穀
統
制
法
、：糸
價
安
定
施
設
法-

; 

.
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■
 

.
 

.

.

:

.

、
• 

'

へ
.

：

，
.

-

.

.

:

.

:

S

要
肥
料
業
銃
制
法
、：

重
要
產
業
統
制
法
，
石
油
業
法
等
に
■
■ょ

り

浓

、
硫

安

：ノ
：
坐

糸

、
翁

油

等

：に

適

用

さ

れ

弋

ゐ

态

が

.、
こ
れ
等
.は
準
.

公
定
價
格
制
と
も
稱
ず
-

!
も
0'
で
：あ
'っ
へ
て
.、
鋪
±-
'
げ

戰

時

銃

制

經

濟

の

必

要

：掐

出

：で

た
も
の
；
で

.

.
戰
時
公
定
儕
格
制
は
物
價
委
眞
會0
組
_
と

共

：：に

進

展

を

示

す

に

«
:っ

.^
も
の
.ヤ
あ
る
。
前
述
の
如
き
諸
方
簿
に
も
拘&
ず
> 
十
三

•
• 

/
 

.

.

:

.
 

.... 

-
- 

-

-

-.
.
. 

- 

- 

. 

. 

*
. 

.

.

.

.

苹

舂

以

來.の

物

價0
騰
.勢

は

急

な

る

も

：の
.
が

あ

っ

た

の

み

な

ら

ず

パ

そ

れ

が

^

產
財
價
格
か
ら
消
費
財
價
格
へ
波
及
し
、

一
般
的
趨
勢 

と
な
る
：に
至
っ
た
ぬ
で
*
^
府
は
，

「

物
篇

貴

觀

宣

(

體

窗

策」

を

硏

究

調

沓

ず

冬

た

や

に

、
先

づ

中

央

物

慣

：委

員

會

を

設

置

し

た

。
：

.

.

.

.

.
 

. 

• 

.

.

. 

-

I

: 

: 

.
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.

.

.

. 

.

.

.

.
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.
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(

物

徵

築

員

會

令'
七

ニ

乘

四

月

：一

.

.
:
+
:
ニ
日)

そ
の
第
1
.囘
の
#;
合
は
吗
月
ニ
^

六
月
ニ
十I

l
f

に
綿
製
品
、
ノ
歡
品
，

.

泶
村

"

&

革
製
品
0 '

箬
韦

#

對
す

^

大
臣
ね
諮
問
機
關
ど
垃
て
設
け
ら
れ
た
の
で
‘あ
る
^

_
當
時
政
府
に
は
戰
時
.物
«

對
策
^
確
定
案
が
^

か
<?
た
0

で
タ
.勢

ひ

物

價

委

員 

#

0
砮
t

ぞ
(/
>

■ま
V
:採

用

為

れ

，て

實

行

に

移

さ

れ

芩

こ

と

\
な
っ
たo

か
'.
<
:
:セ

儐
_

定

が

圣«

が
物
«

委
員
會
に
委
：ね
ら
れ
る
結
，
 

果
：セ
な
1

、̂〗

1

來

公

定

慣

格

は

續

、々

浃
定

'せ
^

れ
、て',
>
.餘
に
綿
製
品
三
亩
品
種
，
そ
の
他
各
種
0

^

工
業
藥
品
、
食
料
品
等
に 

ー
旦
り
七
百
品
種
以
上
に
達
3

で
居
り
、
十
三
¥

中
.に
は
一
千
品
種
の
價
格
が
公
定
さ
れ
る
で
あ
ら
ぅ
と
觀
ら
れ
て
ゐ
.る
。

“

ど

と

：
：
ろ

：
で

;>
:

物

價

委

員

會

髮

；い'て
公
定
；摄

：が
決
定
浼
れ
七
動
.
：そ
.作
^

自
主
的
に
遵
守
せ
し
め
る
の
外
は

.

な
い
わ
け
で
あ
っ
て
、
暴
利
取
締
令
が
唯
一
の
法
的
极
據
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
で
は
第
—;期
に
於
け

る
自
主
的
紘
制
と
少
し
も
變
け
が
.な
い
の
で
あ
る

。

紉
論
輸
出
入
品
等
臨
時
措
置
法
に
蕋
い
て
之
を
龈
制
す
る
こ

.と

ば

㈣

^
た
が
ソ
八
ム

. 

. 

\
 

. 

f
- 

• 

• 

'

定
'

價
格
の
決
定
さ
れ
る
度
铄
並
に
品
種
舔
に
之
を
單
行
省
令
を
以
て
規
觉
で
る
こ
と
は
到
底
繁
雜
に
堪
へ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た

9

尤
も
原
，

.'/

灾

那

囊

：下
ゆ
於
げ
；る
敕
驮
國
物
慣
：賺

の

|
^
-翼

£
'
:
: :::
:
.'
:
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:
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安
那
事
變
下
K:
.於
け
る
我
.が
國
物
價
對
策
.の
.若
干
，問
題 

四
，六

(

s

r

D
 

，料

品

に

就

S

ては
：.

こ
れ
が
行
は
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
綿
糸
及
び
混
紡
糸
に
關
す
る『

綿
糸
販
賣
價
格
诹
締
規
則』

、
.
ス
，•
ブ
に
關
：す
る1T

ス 

チ
ー
ブ
ル
•

フ
ァ
ィ
バ
.1

及
び
ス
テ
ー
ブ
ル
•
.
フ
ァ

ィ
バ
.
1

糸
販
賫
價
格
取
締
規
則
2
ノ

人
絹
に
對
す
る
‘

『

人
造
絹
糸
販
寶
價
格
取
締
規 

.則r
肇
に
就
い
て
の『

皮
革
配
給
統
制
規
«|
]』

が
そ
れ
で
あ
る
。
助
ち
、.

此
等
の
規
則
に
寒
い
て
、
商
工
大
臣
.が
當
讓
洛
を
告
示
す 

れ
ば
、.
，そ

れ

が

公

定

價

格

と

な

か

、
，
之

を

超

過

す

る

.價
格
は
絕
對
に
抑
±

さ
：れ
る
0

で
あ
.兔

『

皮革
製品
販賣
債格
取は

 

>
;そ
れ
等
製
品
め
配
^

M
制
と
共
に
制
定
ざ
れ
^

が
、
.そ
れ
等
は
後
述
の
：『

物
品
販
寶
價
楮
取
締

規
1

:
の
，制

宠

に

從

つ

て

、

七

月

二

十

八

日

に

廢

止

さ

れ

た

o)

'

ン

.

.へ.■'

.

.

■

 
.

 

.

 

:'

.

.そ
れ
故
に
、
吾
々
は
、
多
數
.の
.日
常
使
用
品
に
關
し
て
は
、
こ
、れ
が
統
一
的
取
締
規
定
を
要
望
し
た
の
で
あ
る
が
、
遂
ひ
に：

商
工
省 

'は
輸
出
入
.品

等

臨

時

措

置

法

：に
：基

き

『

物

品

販

賣

價

楮

取

締

規

則

』

を

七

月

：九0:
に
公
#

レ
た
0
ン_そ
0
骨

子

は

次[D
如
く
で
'あ
冬
、
：.

パ
二
、
商H

大
，臣

が

吿

示

を

以

て

.物
品
を
、指
定
す
る
と
，
そ
の
物
品
指
定
と
同
時
に
行
ふ
指
定
日(

®

.-.

の
：販
寶 

る
こ
と
が
出
來
な
い
o (

第
一
條)

;

ン':
'
.

(

註)

：：.
物
峁
指
定
日
の
前
日.と
か
:：
'

前
々
日
七
：

か
、：，
.

或
は
：そ
のh
他
め
響
め̂
^

髙
價
格
と
な
る
。
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編
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.■'へ,;
' v
,
v
:
'
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'
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./
■

,
...

ニ
、
商H

大
臣
又
は
地
方
長
首
が
販
|

0

^を

指

定

ず

る

と

、

之

：を
：超

吏

：た

價

格

で

販

賣

：す

る

な

^
:
:が
：出

來

な

い

ゃ

(

第
.

一

條)

;-
:
即

ち

、

〕

ー
^
物
故
販
寶
價
格
0
:
.
;
.

ー
：：
般

的

：引

上

；げ

.停
圯
^

 ̂

:
:

茲
.に
至
っ
て
は
價
格
對
策
は
最
高

.'
■.
 

. 

. .
:•
■

;

 

:
■
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■
:

■
.

.
■
:

.

-
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. 

■,

段
階
の
：形
式
を
備
へ
るm'
'至
つ
た
と
言
は
な
け
れ
ば
な
も
な
い0
:而
も
右
の
指
；定
.さ
れ
.た

價

格}±
、
;-
::そ

の

：
指_

に
*
さ
^

■?
>
顧

用
さ
れ
る
の
で
ぁ
つ
.て
、
こ
，の
點
に
於
い
て
-
.艰
し
て
.斯
か
る
廇
令
を
似
て
民
法
に
其
上
く
契
約
^
破
棄
せ
：し
.め
.得
名
か
.ど
ぅ
か
t
 

.疑S

を
產
，ん
だ
が
、
觅
に
角
そ
れ
は
壤
態
'の
必
要
と
し
た
繁
念
方
潇
で
.ぁ

つ

た

こ

と

を

示

し

て

ゐ
る
0
1
:
つ

販

寶

價

胳

.に

關

す

る

罸

則 

イ
':
:4
從

來

漱
■:
#

刺
^

^

に
於
妨
^

ー̂

汸
以
求
め
獵
坎
次
繼
で
看
概
^

め
蔚
金
电
過
^
^

，
と

共

に

、
輸
出
人
品等
臨
時
措
置
法
に
於
ける

一
ヶ
年
以
下0
懲
役
又
は_五
千
-
.
«

以
：下
の
罸«

が
適
用
さ
れ
る
，：こ
と„
な
り
、

ー
段
と 

唆
嚴
な
るも
の
と
な
つ
た
の
であ
る
。
 

-

■

ノ
：

：.

, 

• 

•ノ 

• 

.

.

.

. 

'
■

而
し
て
こ'0
規
則
..に.碁
唐
齒
エ
太|5
は
、
六
月一

ー
十
八
日.に
各
规
繊
維
及
び
同
製
品
を
指
定
し
た

0
を
初
め
'<
?
:し

.>
冲

央

物

價

委

員
 

:%
に
於
い
^
最
高
標
準
價
滞
の
诀
宠
名
办
石
'
«播

錢

，
そ0
物
品
宏
报
淀
に
加.へ
そ
^

:

咖
:'
<

1
て
ヤ
1
.般
物
品
の
ぶ
：定
顧
膽
：に

響

：名
浚
的
糨
據
が
確
立
さ
れ
る
と
同
時
に
、
公
定
價
格
は
、
浩

'b
必
要
と
認
め
ら
れ
、
ば
、 

響
關
係
を
離
れ
て
人
爲
的
高
さ
に
決
定
さ
れ
得
：る
と
と

V
な
づ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
之
を

『

物
價
管
3
令』

と
呼
ぶ
こ
と
が
多

■;:v
>
:o
.で
-
;あ
る 
o
: 

1

讀
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. 

」

:

物

價

騰

貴

を.抑
^

V

る

に

當̂

•
v
#fn
l
,
-:r
-價

胳

を

公

定

し'た

か

：ら

と

：て
、

そ

の

需

給

關

係

が

均

衡

を

失

す

る

ま

>

に

放

置

さ

れ

る

な 

ら
ば
、
到
底
所
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
：と
は
如
來
衣
い
:0
.
故

に

：歌

：が

國

物

價

' 對

策

に.於

い

て

も

、

需

給

'の

調

整

が

旣

に

第

一

期

か

ら 

:■
:■行

は
れ
て
ゐ
る
。

.

,

,
.-,
-

)

而
;1
.ダ
需
給
關
係
の.調
盤
は
、
：：
.
_塒
杧
在
っ
：て
.择

.束
郝
事
變
：.下
忙
於
け
.る

我

：
が

國

物

慎

對

：策

の

.：若

干

問
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：
：
■
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ん

..
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'

:

.

.月
丑
：取
€>
:

_議
減
於
_
落

_
1バ
塵
|
§
*
财
»
に
：輸
$
品
及
び
& :
:
親

§
_
霞
料
と
.贫
^
;國
«
ロ
叩
の
消*
節
約
^
^

:
.

:

■

灌

篇

方

而

に

於

け

る

生

計

費

增

大
(?
>
'抑
制
、.；
と

>
—

龙

针

免

決

歡

 

そ
， 

';
.
'
'
の
«
約

,$
%
ぺ

藝

；
遭

：
法

し

あ

：絲

花

、
：
；
；
華

％

、
_

、
_

^

ゴ
ム
、
木
#
、
紙
、
皮
革
、
麻

、
石
炭
が
指
摘
せ
ら
れ
た
。

併
し
、
斯
如
る
國
民
の
自
主
的
漁|

^

*於
俟
:0
想

:«
:を
以
：：;^
じ
て
ば
、
到
底
戰
經
歡
大
に
伴
ふ
軍
需
の
增
大
に
膨
ず
る
こ
と
が
出 

來
，な
い
の
で
、
鍵
節
約
は
物
資
使
用
の
强
制
的
制
限
並
に
代
用
品
使

.用

に

證

し

た

。
即
ち
十

一

一
年
十
月
二
十
日
施
行
の
：

『

鐵
鋼
エ 

-
作
»-
築
造
許
可
，規
則』

、
同
十
|
月

一

日
施
行
の
‘毛
製
品
へ
の『

ス
テ
ー
プ
ル
•
フ
ァ
ィ
バ
1
.等
混
用
規
則』

、
並
に
十
三
年
|
—
£

の
5

製
品
ス
テ
ー
ブ
ル
•
フ
ァ
イ
バ
ー
等
混
用
規
則j

を
初
め
と
し
て
、
.續
々
同
種
の
對
策
が
採
ら
れ
た
。
0-
そ
の
商
エ
«
令
は
、
後
^
 

0
輸

出

：人

品

等

賴

诗

措

置

法

：墓
-<
省

令

：|

: «
を

參

照

さ

れ

农

い
/.
0)

殊

：に

聖
 

，
表

せ

：ら

れ

、

こ

れ

に

於

：
い
て
；民

需

を

制

限

す

べ

:§
:重

要

物

資.と

し
.て
^
^
^

分

は
.強

制

的.に
一
民
需
を
淛
限
：さ

れ

る

.に
：至

つ

て

ゐ

る
0
:即
，
金
、
良
金
、
酿
:\
銑
鐵
、
鋼
材
，
_

製
品
、
綿
製
品
、
皮
革
、
生
ゴ
ム
、

鉛
.si
鉛
•錫
等
の
非
鐵
金
屬
、
米

松

、
エ
作
機
械
等
：が
是
れ
で
:^
る
°'
.
:;
, 

'固
ょ
：り
此
0
糧

：の
：
不

足

物

資

：

.に

就

ぃ

て
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：

.右
：の
如
含
戾
需
制
限
支
行
：っ
て
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そ
の
配
給
が
宜
し
き
を#
な
け
れ
ば
、

そ.の
®]
;
限 

さ
れ
た
範
圍
內
に
於.ぃ

て

も

尙

ほ

且

：
っ

需

袷

0
均
衡
は
保
證
：さ
れ
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0
,そ
れ
敌
に
配
脸
の
統
制
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使
用0
制
限
と
併
行
し
な
け
れ
ば. 

な
&
ぬ

0
で
ぁ
っ
て
、
士
ニ
年
三.月
'
'ー：日
猶
行
の『

綿
絲
配
給
規
則
&

來
、
輸
出
綿
製
品
、
：擁
發
油
及
び
重
油
、
：
鐵

に
就
き
法5

統
制
：を
加
へ
る
，と
同
時
に
、
銅
、
、石
炭
、
羊
毛
、
人
絹
バ
ル
ブ
等
に
就
き
：卧
主
的
酣
給
統
制
を
行
0
て

が

る

.0
|

.

(

肥
料
、
^

 

料
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硫
酸
ァ
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モ
モ
ァ
等
に
は
、
從
來
顸
給
銃
制
法
が
敖
け
ら
れ
て
ゐ
る
0)

■-
:

、

て

こ

"

'

、
」
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又

露

の

方

法

と

し
I

、
生
ゴ
ム
、
國
用
綿
絲
、
石
油
、
銅-
鐵
馨
に
對
し
て
は
切
符
配
給
制
が
採
用
さ
れ
て
ゐ.る
。

，
 

而
し
：て
预
給
の
統
制
を
负
ふ
に
當
り"
被
.府は

：：；

當

業

者

の

團

體
.を
し
て
自
主
的
匕
統
制
せ1>
'
'め
る
.方
針
を
採
つ
て
來
て
居
り
、
そ
れ 

に
法
定
根
據
を
與
へ
る
た
め.
.に
必
要
1
應
じ
畨
令
又
は
吿
示
を
公
布
施
行
し
て
ゐ
る
。
從
つ
て
銃
制
機
關
ど
し
て
も
'
商
エ
省
の
指
導 

'の
卞
に
官
民
の
：需
給
統
制
會
だ
鉗
織.1>
で

：
來

怒

な.负
扣
各
が
、
锻
七
十
三
議
：銥

爵
給
調
盤
協
議
會
等
に
關
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
た
の
で
、
之
に
ょ
り

.
需
給
調
盤
協
議#

が
生
産
.、
配
貌
> 

輸

出

、

價

格

等

が

.
統

制

を
 

行
ふJ

と
、
な
つ
だ
。
例
へ
ば
綿
需
給
調
盤
協
讓
#

.
に
そ
の
事
例
で
ぁ
る
？
勿
論
そ
の&

日
は
\

會
業
#

の
&.

微
,

制
を
以
て
政
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の
統
制
を
補
完
せ
し
め
ん
士
す
る‘に
往
る
。

.孰
れ
.に
し
^
も

、
物
價
對
策
が
强
權
例
方
向
忙
進
展
す
る.の
忙
對
應
し
て
、
物
資
の
使
用
制
限
及
び
配
給
の
銃
制
は
重
要
物
資
に
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き

1
般
化
す
る
に
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つ
て
ゐ
る
0
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#
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國
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整
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在
機
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慣
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し
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し
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ぉ
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月

ニ
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九
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:

同

へ
■■
'

し 

同八

月

：
,
'
一
:

日

:
我
が
國
現
行
.の
公
定
價
格
制
度
は
、
大
體
原
料
品
と
製
品
と
に
分
つ
こ
と
が
出
來
る
。
前
者
は
十
三
年
五
：月
商
：

H

省
內
に
設
置
さ
れ 

た
臨
時
物
資
調
盤
局
が
.主
^

し

て

之

を

燴

當

し

、
後

者

即

ち

日

常

使

用

.品

に

就

い
て
は
.同
.

商
務
局
が
そ
の
中
樞
機
關
と
：な
：つ
て
ゐ
る
。 

(

物

價

管

理

の

、鹽

化.の

た

め̂

臌

時

物

價

調

盤

瓿

ゼ

新

設

.し

、
^

務

厣
'の
候
管
背
ん
と
の
議
が
起
：つ：て
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猶
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冗

滄
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資

汲

塞

職

ロ

刺
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關
^

て

は
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販

寶

耿

締

親

則

^

至

配

輪

親

疆

必

如

ぎ

が
^

大
莨
が
そ
の
價
格
を
吿
示
す
れ
ば
、
そ
れ
が
遵
守
さ
る
べ
き
最
高
公
.淀
價
楮
と
な
.る
。：‘：又
然
ら
ざ
る
も
の
に
to
し
て
も
、
.物
^

調
整
局
' 

は
、
重
要
物
資
の
配
給
そ
め
他
の
銃
制
を
管
掌
し
て
：ゐ
る
の
で
、
自
主
的
統
制
價
格
の
決
定
を
も
同
時
に
.之
を
行
ふ
こ
と
が
出
來
る
也
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に
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る
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泔

舊
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化
偏
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中
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及
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の
ま
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採
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さ
れ
•て
■公
定
價
膽
と
な
る
。
尤
も
中
央
#

價
委
員
會
の
定
め
：る
價
楮
は
、
主
と
し
て
東
京
に
於
け
る
そ
れ
で
ぁ
0

て
'-
>
慣 

格
は
地
方
に
ょ
り
異
る
.
P
み
な
ら
ず
、
又
地
方
に
ょ
つ
て
品
稱
も
^

干
相
違
す
る
か
ら
、
中
央
物
價
委
員
會
の
決
宛
が
そ
の
ま
、
商
工
大 

K
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ょ
り
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宠
價
格
と
七
.て
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れ
石
こ
と
は
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は
な
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‘
o併
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中
央
物
價
委
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公
定
慎
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決
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■
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